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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価が落ち込んでいるものの、販売量は前年比
106％と伸びている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・３か月前と比べると来客数がやや伸びてきている。

スーパー（店
員）

販売量の動き ・毎年、１万円の買物券を買った客に５％の買物券を
プレゼントする企画を期間限定、会員限定で実施して
いるが、前年以上の伸びをみせている。やはり特典が
付いているためか、初日から前年を上回る販売量と
なっており、このまま推移すれば期間中の販売量は前
年を上回ることになる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・地元客が全くの不振であるものの、道外からのツ
アー客が順調であることから、地元客の不調分をカ
バーしている。ただ、これまで好調だった中部地区か
らのツアー客に陰りが出てきている。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・携帯電話においては、各社が秋冬向けの新商品を発
売しており、機種変更、新規契約共に活気付いてい
る。

変わらない スーパー（役
員）

単価の動き ・ここ数か月、既存店の売上は前年比108％前後、来
客数が前年比107％前後で推移している。買上点数が
やや減少する一方で、商品単価がやや上昇する状況が
変わらず続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数も売上も前年を上回っている。タスポ効果に
より、たばこ以外の商品の販売が順調であるが、これ
は来客数の増加によるものであり、１人当たりの購入
額は前年を下回っている。業界としては順調である
が、客が出費に慎重な様子がうかがえる。こうした状
況は、ここ数か月継続している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・タスポ効果が継続しており、たばこ以外のカテゴ
リーも連動して伸びている。ただ、たばこの伸びは鈍
化傾向にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・タスポ効果による来客数の増加により、販売量も増
加している。しかし、客単価は２％ほど低下してお
り、同種商品でもより単価の安い商品にシフトしてい
る。また、催事商品の売上が好調であり、近くのコン
ビニで用を足す傾向が強まっている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油製品価格の下落により、石油製品の販売量は前
年並みに回復したが、自動車関連部品の売上が低迷し
ている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・円高の傾向にあるものの、１月以降の海外旅行への
問い合わせ件数や申込件数が前年よりも少なくなって
いる。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・ここ数か月、来客数がほぼ同じような状況で固定化
しており、良い動きも悪い動きもみられない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・先月末から今月にかけて商店街周辺に食品スーパー
が相次いでオープンしており、食品関係を扱う商店の
売上は軒並み前年を大きく下回っている。

商店街（代表
者）

単価の動き ・防寒物の最盛期を迎える11月に入っても、単価の高
い防寒物が売れず、客単価が低下している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・11月中旬からの気温の冷え込みにより、来街者数、
来客数共に減少している。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・例年であれば、冬のボーナスを当て込んだ需要がそ
ろそろ出てくるが、今年はそうした需要がまだみられ
ない。ボーナスも厳しい状況のようなので、お金を使
わない風潮が色濃く出ていると感じる。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・集客状況は各日とも悪化している。特に土曜、日曜
の落ち込みが大きい。客単価に大きな落ち込みはみら
れないが、値札をよく見ながら商品を選んでいる様子
から、価格への敏感さがうかがえる。食品の集客で買
い回るこの店の傾向からみると、近郊でスーパーの出
店が続いたことで、食品部門の来客数が前年を10％下
回っていることの影響が大きい。

家計
動向
関連



百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・販売量が減少しており、売上を確保するのが大変厳
しい状況となっている。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・ここにきて、消費者の購買態度が日増しに厳しく
なっている。百貨店業界では、各社が継続的なセール
の投入やポイントカードのポイント付与率引上げな
ど、消費喚起策に躍起となっているが、肝心の消費者
に動きがみられない。最近では、衝動買いをあまり見
かけなくなっており、本当に必要な物を長時間吟味し
て買うのが当たり前の光景になってきている。

スーパー（役
員）

販売量の動き ・既存店の動向をみると、客単価は上昇しているが、
それは値上がりによるものであり、買上点数は若干
減っている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・イベントや招待会、週末の来客数はまずまずである
が、平日の来客数が前年よりもかなり少なくなってい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・具体的な商談に入ることができず、客の購買意欲が
感じられない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・最近は点検等の入庫が徐々に減りつつあり、サービ
ス部門の売上が前年を下回ってきている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・来客数の減少に歯止めがかからない。冬場の好景気
はもはや有り得ない状況となっている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・地元客に合わせたメニュー作り、ＰＲ広告の実施、
観光スポットでのパンフレット配布などの販促の結
果、売上はかろうじて前年を２％上回った。客単価は
ほぼ前年並みであったが、定期的に販促を行わないと
厳しい状態にある。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・11月は連休が２度あったことから、消費動向がやや
悪く、アルバイト従業員を早上がりさせるなどした。
他店も厳しいようであり、知人のレストランでは夕食
の来客数がゼロの日もあった。地方にあるシティホテ
ルでは、朝食の料金は以前と変わらないのに、料理の
品数が少なくなっていた。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・繁華街を出歩いている人が少ない。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・インターネットでの予約状況をみると、宿泊料金が
安くなる間際の予約が増えてきている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行の販売量が前年の60％、国内旅行の販売量
が前年の95％となっており、販売額が前年を下回って
いる。海外旅行における円高の影響もみられない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・経済の不況感から、病院への通院などでタクシーを
利用していた人も利用しなくなった。また、夜や深夜
の利用客が極端に少なくなっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・電話での注文数が減少している。
観光名所（役
員）

来客数の動き ・週末や連休はともかく、平日の来客数の落ち込みが
目立つようになっており、前年並みの来客数を維持す
るのが難しい状況となっている。

その他レジャー
施設（職員）

それ以外 ・施設を無料で一般開放した際に実施した企画におい
て、昨年や一昨年よりも多数の利用者がみられた。不
景気のため、利用客もなるべくお金を使わないように
している様子がうかがえる。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・米国発の金融不安により、ファンド系のマンション
事業が中止または保留されている。また、金融機関の
貸しはがしを警戒して事業が中止される例もあり、建
設会社の営業担当者は対象物件がほとんどなくなって
いると憂いている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・10月下旬以降、来客数が激減しており、客の消費気
運も最低の水準となっている。季節商材への反応もみ
ても、低価格で本当に必要な物しか購入しない傾向が
更に強まってきている。

一般小売店[土
産]（経営者）

来客数の動き ・悪いムードが更に悪いムードを引き起こしており、
より一層悪くなっている。また、年末を控えて銀行の
貸し渋りが現実に起きており、そのせいで更に悪く
なっている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・暖冬の影響もあり、客の買い控えが相変わらず続い
ている。特に、コートを始めとする重衣料の動きが悪
く、婦人服の販売量は前年の80％、紳士服の販売量に
至っては前年の60％となっている。



百貨店（役員） 来客数の動き ・客単価はそれほど変わっていないが、来客数の減少
により、売上が低下している部門が目立つ。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・売れる物が両極化している。良い物か安い物では動
きがみられるものの、中間帯の商品の売行きが非常に
悪くなっている。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・省エネ性の優れた商品の売行きが良いことから、商
品単価自体は上昇しているものの、買い回り客がそれ
ほど多くないため、全体の売上としては前年から微減
で推移している。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・北京オリンピックの終了以降、毎月、売上が前年を
下回っている。特に薄型テレビにおいては、販売台数
もさることながら、単価の低下が目立っている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・販売実績が前年の半分程度にとどまっている。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・連日のように企業の減益減収が報道されるなか、生
活への不安感がますます高まっており、ぜいたくと思
われる外食の機会が顕著に減少している。特にぜいた
く感を訴求する店舗の利用客は前年から20％、３か月
前からは40％もの減少となっており、他店舗の売上で
カバーしきれない状態となっている。

一般レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・来客数、客単価共に前年割れが続いており、売上が
減少している。特に夜の売上の落ち込みが大きく、前
年からは12％ほど減少している。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・景気が悪いということで、12月を待たずに廃業する
スナックやクラブが多くなっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・最近の宿泊客数の伸びが悪く、売店等の付帯収入も
減ってきている。同業者も同じような状況にある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行の落ち込みが大きく、販売量が前年の50％
程度となっている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・今までに例がないくらい、受注件数が低い水準にあ
り、米国の同時多発テロ直後のような状況となってい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は比較的暖かく、雨や雪の日も少なかったの
で、前年よりもタクシーの利用が減っている。また、
すすきのでは夜間の人出が週末の金曜であっても少な
く、タクシーを利用する客も減っている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・ガソリンや灯油の価格が落ち着いてきたものの、企
業の業績悪化に伴う給与の不安から住宅需要は冷え
切っている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・競争相手が事業を縮小しているほか、燃料が安く
なっていることから、やや良くなっている。

変わらない 食料品製造業
（団体役員）

それ以外 ・年末の需要期を控えて、受注量の増加がみられるも
のの、低価格や小ロットでの受注が中心である。国内
景気の落ち込みにより消費動向は更に悪くなっている
が、円高の影響による原油価格や輸入原材料価格の低
下により、生産コストの軽減も見え始めてきている。

金属製品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・３か月前と比べると受注量が３分の１に減ってい
る。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引や建物新築の件数が低水準にあり、悪い
状態のままで変わらずに推移している。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注価格や販売
価格の動き

・原料価格上昇分の販売価格への転嫁が思うように進
んでいない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・製紙業界全体が厳しいなか、洋紙類の減産が行われ
ていること、古紙の中国への輸出が大幅に減少してい
ることから、在庫が増加している。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先から、販売量や売上が減少傾向にあることを
聞く機会が増えている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・地元企業の設備資金は少ない。原材料価格の上昇が
続いており、価格転嫁できない企業が多い。建設関連
を中心に倒産件数も増加しつつある。ガソリンや灯油
の価格が下落しているものの、株安など、先行きが不
透明な面があることから、個人消費は落ち込んでい
る。

企業
動向
関連



悪く
なっている

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・本州資本による大型物件や新千歳空港等の公共物件
については、多少の遅れがあるものの、計画通りに進
行している。その一方で、道内地場企業の中小物件は
大半が延期ないしは中止となっている。道内の鉄骨加
工業者は仕事を求めて道外物件の受注に向かってい
る。

司法書士 取引先の様子 ・土地の売買登記が少なくなり、会社設立の登記も減
少している。その一方で、廃業する会社が増加してい
る。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・機械設備の引き合いが少なく、受注残もほとんどな
い状態となっている。受注が決まっていた物件でも中
止や延期が発生している。工具関連も販売量の落ち込
みが目立っている。消耗品はまとめ買いが減ってお
り、必要な分だけを都度購入する買い方が増えてい
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

－ － －

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の有効求人倍率は0.49倍であり、前月に引き続
き前年と同率となった。新規求人数は前年から1.9％
増加したが、数件の大量求人によるものであり、全体
としては変わらない。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・本州方面への派遣・請負関係の求人が急激に減少し
ている。地元の求人数も減少傾向にある。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・前年と比較して、求人広告の売上が15％以上落ち込
んでおり、企業が雇用を抑えている姿勢が顕著に表れ
ている。特に、これまで好調に推移していた派遣、医
療系の求人広告が大きく売上を落としている。一方、
飲食系、運輸・運送系の求人広告は30～40％売上を伸
ばしたが、全体の落ち込みからすると、焼け石に水
だった。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・10月の有効求人倍率が0.45倍と前年比で0.10ポイン
トもの大幅な減少となった。

学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・求人情報が極端に少なくなってきている。企業から
は、新卒採用を行うかどうかを検討しているが、会社
としての結論が出ないと聞いている。

悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人ニーズが慎重になっており、量的にもやや減少
している。事務系の派遣のニーズも控え気味である。
現段階では大幅な減少とは言い切れないが少なくとも
増加しているとは言えない状況にある。

雇用
関連


